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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 118,405 2.3 4,664 6.9 4,741 7.1 3,120 7.5

30年3月期第2四半期 115,790 1.8 4,364 △9.2 4,426 △9.2 2,901 △9.5

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　3,167百万円 （3.8％） 30年3月期第2四半期　　3,050百万円 （△12.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 133.68 ―

30年3月期第2四半期 124.31 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第2四半期 101,300 56,485 55.8 2,419.86

30年3月期 99,710 54,485 54.6 2,334.17

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 56,485百万円 30年3月期 54,485百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 20.00 ― 50.00 70.00

31年3月期 ― 20.00

31年3月期（予想） ― 50.00 70.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

当第２四半期末の配当につきましては、この四半期決算短信発表日現在において、正式に決定したものではありません。

正式に決定した時点で、あらためて剰余金の配当に関するお知らせを公表いたします。

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 233,000 0.1 9,100 0.4 9,200 △0.1 6,000 △1.2 257.04

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 23,388,039 株 30年3月期 23,388,039 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 45,615 株 30年3月期 45,481 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 23,342,472 株 30年3月期2Q 23,342,639 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

この四半期決算短信に記載されている業績予想等の将来に関する事項は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の情報に基づいて
おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、この四半期決算短信　【添付資料】　６ページ　「１　当四半期決算
に関する定性的情報　（３）　連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」　をご覧ください。
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 文中における将来に関する事項は、当第２四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の連結

子会社）が判断したものであります。 

 なお、将来に関する事項につきましては、不確実性を有しており、将来生じる結果と異なる可能性がありますので、記

載しております事項に対する判断は、以下記載事項及び本項目以外の記載内容も合わせて慎重に行われる必要があります。 

 

 当社グループは、スーパーマーケットの経営を事業主体としており、店舗「原信」「ナルス」「フレッセイ」を各地に出

店しております。 

 

１ 当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 
 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな景気回復基調にありましたが、全国各地での集中豪

雨や台風、地震などによる甚大な被害の発生や、世界経済における貿易摩擦の懸念が強まるなどの影響を受け、先

行きの見通せない状況が続いております。また、有効求人倍率が高止まりを続けている一方、個人の消費支出が低

調に推移しており、当社グループの主力事業である食品小売業界においては、人口動態や消費構造の変化の影響を

受けているものと思われます。 

 このような状況において、当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結経営成績は、売上高が1,184億

５百万円（前年同期比2.3％増）、営業利益が46億64百万円（前年同期比6.9％増）、経常利益が47億41百万円（前年

同期比7.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益が31億20百万円（前年同期比7.5％増）となりました。また、

１株当たり四半期純利益は133円68銭となりました。 

 売上高につきましては、堅調に推移し増収となりました。各利益につきましては、事業の中心であるスーパーマ

ーケット事業において、収益性の高い上位２店舗の休業を伴う改装及び移転による一時的な利益の減少並びに食品

加工センター新設に伴う初期投資による経費増加があったものの、既存店の業績が堅調に推移し、前年同期を上回

る結果となりました。 
 

 当第２四半期連結累計期間における各セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。なお、各セグメン

トの業績値につきましては、セグメント間の内部取引高を含めて表示しております。 
 

① スーパーマーケット 
 

（全般） 

 当社グループでは、本年度の方針を「変革への挑戦」と定め、変化を続ける社会において、必要とされる存在

であり続けるための様々な施策と、それを実現するための強固な企業構造の構築を進めております。 

 販売指標に関する動向は、次のとおりであります。 

＜客単価、買上点数、一品単価＞ 

 当社グループならではの魅力ある商品のご提供、既存商品の改廃を伴う磨き込み、健康志向に沿った商品の

強化、お客様に伝わるご案内方法の工夫等が功を奏し、既存店の買上点数は、前年同期に比べ0.8％増加いたし

ました。また、これら付加価値の高い商品のご提供に加え、生鮮品の相場高の影響もあり、既存店の一品単価

は、前年同期に比べ1.1％増加いたしました。 

 この結果、既存店の客単価は、前年同期に比べ2.0％増加いたしました。 

＜来店客数＞ 

 お客様のご来店頻度は、春季においては気候が穏やかで安定的、夏季においては酷暑となり若干増加傾向と

なりました。このような状況において、来店客数は、競合する同業種・異業種の影響や当社グループの中では

最大規模２店舗の改装及び移転に伴う休業の影響があり、既存店では前年同期に比べ0.8％減少いたしました。

一方、全店では新店及び改装店舗が好調に推移し前年同期に比べ0.5％増加いたしました。 

＜売上総利益率＞ 

 近年新設したフレッセイ前橋物流センターの運営が軌道に乗ったことに加え、ロジスティックス全体のレベ

ルアップによる品切れ削減、店舗在庫の適正化の取り組みや値下げ廃棄の削減により、商品販売における売上

総利益率は、前年同期に比べ0.2ポイント増加し25.8％となりました。 
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（プライベート・ブランド商品） 

 当社グループの規模と販売力が成しえるプライベート・ブランド商品の企画・開発は、他社との差別化を図る

上で、大きな強みとなっております。 

 ４月には、レトルトカレーを新発売いたしました。この商品は、専門店の味づくりを追求し、本格的なスパイ

スの風味と味わい深いコクを兼ね備えた商品であり、大変ご好評を得ることができました。 

（プロセスセンター） 

 ８月、子会社の（株）ローリーが主体となって食品の集中加工を行うローリー中之島プロセスセンターが竣工

いたしました。ここでは、水産、精肉、ベーカリー商品の一括大量集中加工を行い、当社グループ店舗へ商品供

給いたします。 

 プロセスセンターは以前より保有しておりましたが、今般の新設は、その製造能力を拡充し、機能強化を図る

もので、当社グループの今後の成長戦略にとって欠かせない重要な投資となります。これにより、一層高い水準

での商品の均質化や新たな商品のご提供を図るとともに、店舗作業の削減を実現してまいります。また、これに

より生じた店舗の余力を活かし、店舗では加工度の高い差別化商品の品揃えや生産性改革を実現してまいります。 

（ネットスーパー） 

 平成23年にインターネット上へネットスーパーを開設し、離島を除く新潟県内全域に当日商品をお届けするサ

ービスとして好評をいただいておりますが、８月に３拠点目となる「ネットスーパーＰＲＯ」を開設いたしまし

た。このネットスーパーＰＲＯは、業務用や大容量の商品を充実させ、従来の２拠点では対応できなかったお客

様の多様なご要望にもお応えできるものです。開設後、当初の目標を上回る状況でご注文をいただいており、実

店舗を補完するサービスとして、今後も一層拡充を図ってまいります。 

（出店・退店等） 

 出店につきましては、原信小出東店（９月、新潟県魚沼市、売場面積2,643㎡）を移転新設いたしました。 

 改装につきましては、原信河渡店（４月、新潟県新潟市、売場面積3,038㎡）について実施いたしました。 

 退店につきましては、原信小出東店の移転新設に伴い、旧・原信小出東店（８月、新潟県魚沼市、売場面積2,360

㎡）を閉鎖いたしました。 

（セントラルマーケット） 

 「豊かさ」、「楽しさ」、「便利さ」。当社グループは、これらのご提供を行うことで、お客様の暮らしぶり向上に

役立てることをスーパーマーケットの使命と考えております。 

 このような考えのもと、お客様からより高いご支持をいただける店舗フォーマットの開発を進めており、平成

27年10月に、比較的大型の店舗で提案型売場を飛躍的に進化させた店舗フォーマット「セントラルマーケット」

を原信川崎店の改装を機に始めました。 

 ４月には、セントラルマーケットの２号店として、原信河渡店について、売場面積を約１．５倍に拡張する改

装を実施しました。また、９月には、同３号店として、原信小出東店を移転新設いたしました。 

 これらの店舗では、お買い物の楽しさや豊かな食生活を実現するため、食を通じた健康提案や、「３６５サイド

ディッシュ」コーナーの新設による店内カットのナチュラルチーズ、ドライフルーツ＆ナッツ、ピクルス、ロー

ストビーフのご提供といった、従来にはない多彩な品揃えに取り組んでおり、当初の想定を大幅に上回るお客様

からのご支持を頂戴しております。 
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（業績） 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間におけるスーパーマーケット事業の売上高は1,179億90百万円（前年同

期比2.5％増）、営業利益は43億46百万円（前年同期比6.4％増）となりました。 

 なお、当第２四半期連結累計期間の営業状況は、次のとおりであります。 

項目 

当第２四半期連結累計期間

前年同期比 （自 平成30年４月１日 

 至 平成30年９月30日）

店舗数 

グループ合計 129店舗 １店舗増加 

内訳 （原信） 64店舗 １店舗増加 

   （ナルス） 14店舗 増減なし 

   （フレッセイ） 51店舗 増減なし 

店舗売上高 
全店 111,835百万円 102.5％ 

既存店 108,997百万円 101.1％ 

来店客数 
全店 5,565万人 100.5％ 

既存店 5,420万人 99.2％ 

客単価 
全店 2,010円 102.0％ 

既存店 2,011円 102.0％ 

買上点数 
全店 10.9点 100.9％ 

既存店 10.9点 100.8％ 

一品単価 
全店 185円 101.1％ 

既存店 185円 101.1％ 

（注）１ 店舗数は、当第２四半期連結会計期間末現在におけるスーパーマーケットの設置店舗数であ

り、他業態の設置店舗数（当第２四半期連結会計期間末現在 100円ショップ５店舗）は含み

ません。 

２ 店舗売上高、来店客数、客単価、買上点数、一品単価は、スーパーマーケット店舗のみの数

値であります。 

３ 客単価は、お客様一人当たりが一回のご来店でお買い上げになった金額の平均であります。 

４ 買上点数は、お客様一人当たりが一回のご来店でお買い上げになった商品数の平均でありま

す。 

５ 一品単価は、お客様がお買い上げになった商品の一品当たり金額の平均であります。 

６ 店舗売上高、客単価及び一品単価に消費税等は含まれておりません。 

７ 既存店は、店舗開設より満13か月以上を経過した店舗であります。 
 

② その他 
 

（清掃事業） 

 スーパーマーケット事業向け並びに外部顧客向けの販売は、いずれも増加いたしました。この結果、売上高は

前年同期に比べ5.0％増加し、営業利益は前年同期に比べ1.2％増加いたしました。 

（情報処理事業） 

 スーパーマーケット事業向けの販売は、情報機器の需要減で減少いたしました。また、外部顧客向けの販売は、

受注案件を順調に確保し増加いたしました。この結果、売上高は前年同期に比べ6.0％減少いたしましたが、営業

利益は前年同期に比べ2.5％増加いたしました。 

（印刷事業） 

 スーパーマーケット事業向けの販売は、前年同期における大口イベント企画受注の反動で減少いたしました。

一方、外部顧客向けの販売は、販路の拡大に努め増加いたしました。この結果、売上高は前年同期に比べ5.2％減

少いたしましたが、営業利益は前年同期に比べ0.5％増加いたしました。 

（前連結会計年度の連結範囲の変更影響） 

 平成29年４月に実施した運輸事業の取りやめ、並びに、平成29年９月に実施した自動車販売事業の事業譲渡の

影響で、前年同期比では売上高、営業利益の減少影響が生じております。 

（業績） 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間におけるその他の事業の売上高は24億33百万円（前年同期比16.0％減）、

営業利益は３億17百万円（前年同期比5.3％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 
 

① 財政状態 
 

 当第２四半期連結会計期間末における連結財政状態は、総資産が前連結会計年度末に比べ15億89百万円増加し

1,013億円、総負債が前連結会計年度末に比べ４億10百万円減少し448億14百万円、純資産が前連結会計年度末に

比べ19億99百万円増加し564億85百万円となりました。また、１株当たり純資産額は2,419円86銭となりました。 
 

 当第２四半期連結会計期間末における各項目別の内容を示すと、次のとおりであります。なお、「「税効果会計

に係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しており、前連結会計年度末対比の数値は、当該会計基準等を遡って適用した後の数値に基づき記載して

おります。 
 

（総資産） 

 流動資産は235億81百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億円増加いたしました。これは主に、現金及び預

金が増加したことによるものであります。なお、流動資産の構成比は前連結会計年度末に比べ0.1ポイント減少し

23.3％となりました。 

 固定資産は777億18百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億88百万円増加いたしました。その内容は次のと

おりであり、固定資産の構成比は前連結会計年度末に比べ0.1ポイント増加し76.7％となりました。 

 有形固定資産は600億53百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億59百万円増加いたしました。これは主に、

店舗の改装、移転及び食品加工センターの新設に係る設備投資によるものであります。 

 無形固定資産は21億49百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億49百万円増加いたしました。これは主に、

借地権の増加によるものであります。 

 投資その他の資産は155億15百万円となり、前連結会計年度末に比べ20百万円減少いたしました。これは主に、

繰延税金資産が減少したことによるものであります。 

（総負債） 

 流動負債は307億90百万円となり、前連結会計年度末に比べ86百万円減少いたしました。これは主に、設備投資

に係る未払金の減少によるものであります。なお、流動負債の構成比は前連結会計年度末に比べ0.6ポイント減少

し30.4％となりました。 

 固定負債は140億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億24百万円減少いたしました。これは主に、長期

有利子負債の減少によるものであります。なお、固定負債の構成比は前連結会計年度末に比べ0.6ポイント減少し

13.8％となりました。 

（純資産） 

 株主資本は545億90百万円となり、前連結会計年度末に比べ19億52百万円増加いたしました。これは主に、剰余

金の配当11億67百万円を行った反面、親会社株主に帰属する四半期純利益31億20百万円を計上したことによるも

のであります。 

 その他の包括利益累計額は18億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ47百万円増加いたしました。これは

主に、保有する投資有価証券の時価総額が増加したことによるものであります。 

 なお、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.2ポイント増加し55.8％となりました。 
 

② キャッシュ・フロー 
 

 当第２四半期連結会計期間末における連結キャッシュ・フローは、現金及び現金同等物（以下、「資金」といい

ます。）が前連結会計年度末に比べ５億99百万円増加し127億35百万円となりました。 
 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フロー別の状況を示すと、次のとおりであります。 
 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は58億54百万円となり、前年同期に比べ10億42百万円減少（前年同期比15.1％減）

いたしました。これは主に、曜日回りの関係による営業債務の決済日ずれ及び法人税等の支払額の増加によるも

のであります。 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は43億99百万円となり、前年同期に比べ23億32百万円増加（前年同期比112.8％増）

いたしました。これは主に、店舗の改装、移転及び食品加工センターの新設に係る設備投資によるものでありま

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は８億55百万円となり、前年同期に比べ25億２百万円減少（前年同期比74.5％減）

いたしました。これは主に、長期借入金の返済による支出が減少したことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 
 

【通期】 

 売上高2,330億円（前年同期比0.1％増）、営業利益91億円（前年同期比0.4％増）、経常利益92億円（前年同期比

0.1％減）、親会社株主に帰属する当期純利益60億円（前年同期比1.2％減）を見込んでおります。 
 

【上記予想の前提条件】 

 売上高につきましては、主たる事業であるスーパーマーケット事業において、競合状況の変化等に加え、当社グ

ループ内では大型上位２店舗の改装による休業影響を踏まえ、既存店売上高は通期で前年同期比0.7％の減少を見

込んでおります。一方、全店売上高では新規出店店舗の増収効果を踏まえ前年同期比0.3％の増加を見込んでおり

ます。 

 営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、大型２店舗の改装休業による減収並び

に改装経費の影響に加え、新設する食品加工センターの開設経費が発生するため、営業利益が前年同期並み、経常

利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、前年同期に比べ若干の減少を見込んでおります。 
 

【第２四半期の業績予想に対する第２四半期の実績について】 

 第２四半期の当初業績予想に対する実績の状況は、以下のとおりであります。 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

第２四半期予想 (A) 116,000 4,200 4,200 2,800 119.95

第２四半期実績 (B) 118,405 4,664 4,741 3,120 133.68

差異額 (C)=(B)-(A) 2,405 464 541 320 13.73

差異率(%) (C)/(A) 102.1 111.1 112.9 111.4 111.4

 売上高が当初予想を上回った要因につきましては、以下のとおりであると考えております。 

・近年の新規出店並びに改装店舗が、概ね当初の予定を上回る実績を確保できたこと。 

・当社グループの規模を活かした商品調達や品ぞろえの優位性が確保できたこと。 

・当社ならではの名物商品やプライベート・ブランド商品の開発、各種サービスの充実により、当社グルー

プ店舗のファンとなっていただけるお客様が増えたこと。 

・店舗における週間管理の仕組みが良好に運用され、売場管理や不要なロス削減が維持されていること。 

 営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益が当初予想を上回った要因につきましては、以下のと

おりであると考えております。 

・売上高及び売上総利益が、当初の想定を上回ったこと。 

・諸経費について、近年取り組んでいる、当社グループの全体最適の視点に立った削減策や効率的な活用が

進んだこと。 
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【通期の業績予想に対する第２四半期の実績の進捗状況等について】 

 第２四半期累計期間の実績値は、当初の想定に概ね沿ったものであり、現時点で業績予想の修正はありません。 

 なお、通期の業績予想に対する第２四半期累計期間の実績の進捗状況は以下のとおりであります。 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

通期予想 (A) 233,000 9,100 9,200 6,000 257.04

第２四半期実績 (B) 118,405 4,664 4,741 3,120 133.68

進捗率(%) (B)/(A) 50.8 51.3 51.5 52.0 52.0
 

【注意事項】 

 この四半期決算短信に記載されている業績予想等の将来に関する事項は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は既知及び未知のリスク、不確実性及びその他様々

な要因により大きく異なる可能性があります。なお、当社グループが認識している事業等のリスクにつきましては、

当社の有価証券報告書をご参照ください。 
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２ 四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,137 12,737

受取手形及び売掛金 1,403 1,553

リース投資資産 1,062 994

商品及び製品 4,838 4,758

仕掛品 29 37

原材料及び貯蔵品 280 270

未収還付法人税等 312 168

その他 3,326 3,071

貸倒引当金 △8 △10

流動資産合計 23,381 23,581

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 29,840 32,408

機械装置及び運搬具（純額） 622 908

土地 20,822 20,788

リース資産（純額） 2,496 2,355

建設仮勘定 2,256 912

その他（純額） 2,754 2,680

有形固定資産合計 58,793 60,053

無形固定資産

のれん 0 ―

その他 1,999 2,149

無形固定資産合計 1,999 2,149

投資その他の資産

投資有価証券 3,875 3,958

長期貸付金 21 21

繰延税金資産 3,042 2,963

敷金及び保証金 7,539 7,593

その他 1,105 1,026

貸倒引当金 △48 △48

投資その他の資産合計 15,536 15,515

固定資産合計 76,329 77,718

資産合計 99,710 101,300
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 15,218 16,049

短期借入金 1,600 2,800

1年内返済予定の長期借入金 1,305 962

リース債務 428 399

未払法人税等 1,846 1,677

ポイント引当金 88 92

役員賞与引当金 431 230

賞与引当金 1,876 1,768

その他 8,082 6,809

流動負債合計 30,877 30,790

固定負債

長期借入金 434 108

リース債務 3,115 2,923

資産除去債務 5,091 5,219

長期預り保証金 5,193 5,272

役員退職慰労引当金 38 38

退職給付に係る負債 254 249

その他 219 211

固定負債合計 14,348 14,024

負債合計 45,225 44,814

純資産の部

株主資本

資本金 3,159 3,159

資本剰余金 15,749 15,749

利益剰余金 33,787 35,740

自己株式 △59 △59

株主資本合計 52,637 54,590

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,745 1,803

退職給付に係る調整累計額 101 91

その他の包括利益累計額合計 1,847 1,894

純資産合計 54,485 56,485

負債純資産合計 99,710 101,300
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 115,790 118,405

売上原価 83,337 84,771

売上総利益 32,452 33,633

販売費及び一般管理費

ポイント引当金繰入額 85 92

従業員給料 4,323 4,411

雑給 7,721 8,003

役員賞与引当金繰入額 244 230

賞与引当金繰入額 1,633 1,673

役員退職慰労引当金繰入額 2 2

退職給付費用 308 348

地代家賃 2,562 2,595

減価償却費 1,851 1,973

のれん償却額 4 0

貸倒引当金繰入額 0 1

その他 9,350 9,635

販売費及び一般管理費合計 28,088 28,969

営業利益 4,364 4,664

営業外収益

受取利息 30 28

受取配当金 29 35

その他 50 57

営業外収益合計 110 121

営業外費用

支払利息 44 39

その他 4 5

営業外費用合計 48 44

経常利益 4,426 4,741

特別利益

固定資産売却益 1 ―

特別利益合計 1 ―

特別損失

固定資産売却損 ― 0

固定資産除却損 4 46

減損損失 1 35

子会社株式売却損 80 ―

特別損失合計 86 82

税金等調整前四半期純利益 4,341 4,658

法人税、住民税及び事業税 1,334 1,480

法人税等調整額 104 57

法人税等合計 1,439 1,537

四半期純利益 2,901 3,120

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,901 3,120
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 2,901 3,120

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 155 57

退職給付に係る調整額 △6 △10

その他の包括利益合計 148 47

四半期包括利益 3,050 3,167

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,050 3,167

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,341 4,658

減価償却費 1,974 2,108

減損損失 1 35

のれん償却額 4 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 1

ポイント引当金の増減額（△は減少） 5 4

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △98 △201

賞与引当金の増減額（△は減少） △110 △108

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2 △0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △57 △20

受取利息及び受取配当金 △60 △63

支払利息 44 39

子会社株式売却損益（△は益） 80 ―

固定資産売却損益（△は益） △1 0

固定資産除却損 4 46

売上債権の増減額（△は増加） △27 △150

たな卸資産の増減額（△は増加） △276 82

仕入債務の増減額（△は減少） 1,491 831

未払又は未収消費税等の増減額 122 △314

リース投資資産の増減額（△は増加） 85 67

その他 348 335

小計 7,869 7,352

利息及び配当金の受取額 31 37

利息の支払額 △37 △33

法人税等の支払額 △967 △1,502

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,896 5,854

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △0 △0

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△15 ―

有形固定資産の取得による支出 △2,295 △4,114

有形固定資産の売却による収入 54 0

無形固定資産の取得による支出 △117 △256

貸付けによる支出 △4 △6

貸付金の回収による収入 72 6

その他 238 △27

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,067 △4,399

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 500 1,200

長期借入金の返済による支出 △2,502 △668

リース債務の返済による支出 △234 △221

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 0 ―

配当金の支払額 △1,119 △1,164

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,357 △855

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,472 599

現金及び現金同等物の期首残高 10,364 12,135

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,836 12,735
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する事項） 

 

当第２四半期連結会計期間（自 平成30年７月１日 至 平成30年９月30日） 

 

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

 

 該当事項はありません。 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動） 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

 

 該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

 

 該当事項はありません。 

 

（会計処理の変更） 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

 

 該当事項はありません。 

 

（会計上の見積りの変更） 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

 

 該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

 

「税効果会計に係る会計基準」の一部改正等 

 

 「「税効果会計に係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表

示しております。 
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（セグメント情報） 
 

 １ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
 

  前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 
 

 報告セグメント 

その他 合計 スーパー 
マーケット 

計 

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） 

売上高  

 外部顧客への売上高 115,057 115,057 733 115,790

 セグメント間の内部売上高又は振替高 78 78 2,165 2,244

合計 115,136 115,136 2,898 118,035

セグメント利益 4,083 4,083 335 4,418

（注） 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報処理事業、清掃事業、印刷

事業、運輸事業、自動車販売事業等を含んでおります。なお、運輸事業については、平成29年４月をもって、

当社グループとしての事業運営を取りやめました。また、自動車販売事業については、平成29年９月をもっ

て、当該事業を行っている株式会社清和コーポレーションの当社グループが所有していた全株式を売却す

る方法により、当社グループ外部へ事業譲渡いたしました。 
 

  当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 
 

 報告セグメント 

その他 合計 スーパー 
マーケット 

計 

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） 

売上高  

 外部顧客への売上高 117,913 117,913 491 118,405

 セグメント間の内部売上高又は振替高 76 76 1,942 2,018

合計 117,990 117,990 2,433 120,424

セグメント利益 4,346 4,346 317 4,664

（注） 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報処理事業、清掃事業、印刷

事業等を含んでおります。 
 

 ２ 報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

 （差異調整に関する事項） 
 

利益 
前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日）

（自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日）

報告セグメント合計 4,083百万円 4,346百万円 

「その他」の区分の利益 335百万円 317百万円 

セグメント間取引消去 △4百万円 13百万円 

全社費用 △437百万円 △418百万円 

その他の調整額 388百万円 404百万円 

四半期連結損益計算書の営業利益 4,364百万円 4,664百万円 

（注）１ セグメント間取引消去は、主にセグメント間の固定資産売買によって生じた未実現利益に係る調整で

あります。 

２ 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない全社（持株会社である当社）に係るものであります。 

３ その他調整額は、主に報告セグメントに帰属しない全社（持株会社である当社）に対する経営指導料

支払額の消去であります。 
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 ３ 報告セグメントの変更等に関する事項 
 

前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

 該当事項はありません。 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

 該当事項はありません。 

 

 ４ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 
 

前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

 重要な影響を及ぼすものはありません。 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

 重要な影響を及ぼすものはありません。 
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３ 補足情報 
 

（１）生産、受注及び販売の状況 

① 販売実績 （単位 百万円、％） 

 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間  

項目 
（自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日）

（自 平成30年４月１日 

 至 平成30年９月30日）

前年同期比 

 売上高 構成比 売上高 構成比 金額 比率 

ス 

｜ 

パ 

｜ 

マ 

｜ 

ケ 

ッ 

ト 

生 

鮮 

食 

品 

青果 15,744 13.3 16,287 13.5 543 103.5

精肉 12,820 10.9 12,995 10.8 175 101.4

水産 11,251 9.5 11,431 9.5 180 101.6

惣菜 11,259 9.6 11,544 9.6 284 102.5

計 51,075 43.3 52,259 43.4 1,183 102.3

加 

工 

食 

品 

デイリー 22,536 19.1 23,372 19.4 835 103.7

加工食品 30,090 25.5 30,766 25.6 675 102.2

インストアベーカリー 1,713 1.4 1,831 1.5 117 106.9

計 54,341 46.0 55,970 46.5 1,628 103.0

住居 3,845 3.3 3,814 3.2 △31 99.2

衣料品 67 0.0 63 0.0 △3 94.1

その他 113 0.1 93 0.1 △20 81.9

営業収入 5,612 4.7 5,712 4.7 99 101.8

セグメント間の内部売上高又は振替高 78 0.1 76 0.1 △2 96.8

小計 115,136 97.5 117,990 98.0 2,853 102.5

そ 

の 

他 

外部顧客への売上高 733 0.6 491 0.4 △241 67.0

セグメント間の内部売上高又は振替高 2,165 1.9 1,942 1.6 △222 89.7

小計 2,898 2.5 2,433 2.0 △464 84.0

合計 118,035 100.0 120,424 100.0 2,388 102.0

② 仕入実績 （単位 百万円、％） 

 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間  

項目 
（自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日）

（自 平成30年４月１日 

 至 平成30年９月30日）

前年同期比 

 仕入高 構成比 仕入高 構成比 金額 比率 

ス 

｜ 

パ 

｜ 

マ 

｜ 

ケ 

ッ 

ト 

生 

鮮 

食 

品 

青果 12,378 14.7 12,649 14.9 271 102.2

精肉 9,624 11.5 9,652 11.4 27 100.3

水産 8,235 9.8 8,280 9.7 45 100.6

惣菜 6,698 8.0 6,834 8.0 135 102.0

計 36,937 44.0 37,417 44.0 480 101.3

加 

工 

食 

品 

デイリー 16,886 20.1 17,364 20.4 478 102.8

加工食品 23,949 28.5 24,356 28.7 407 101.7

インストアベーカリー 773 0.9 868 1.0 95 112.4

計 41,609 49.5 42,590 50.1 980 102.4

住居 3,014 3.6 2,946 3.5 △67 97.8

衣料品 46 0.1 43 0.1 △3 92.9

その他 94 0.1 79 0.1 △15 83.8

リース原価 85 0.1 67 0.1 △18 78.5

セグメント間の内部仕入高又は振替高 93 0.1 98 0.1 5 105.7

小計 81,881 97.5 83,242 98.0 1,361 101.7

そ 

の 

他 

外部取引先からの仕入高 1,816 2.2 1,546 1.8 △269 85.1

セグメント間の内部仕入高又は振替高 281 0.3 166 0.2 △114 59.3

小計 2,098 2.5 1,713 2.0 △384 81.7

合計 83,979 100.0 84,956 100.0 977 101.2

（注） セグメント間の内部取引高を含めて表示しており、消費税等は含まれておりません。 
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